
「
林
彪
・

悶
人
組
裁
判
」

の

宇
宙
中
継
と
、

江
青
・

張
春
橋
の
死
刑
判
決
で
、

世
界
の
耳

目
を
集
め
た
中
国
は
、

今、
何

年
の

解
放
後、

最
大
の
政
治
危
機
に

陥
っ

て
い
る

｜｜O
「
毛

沢
東
思
想
L

の
靭
を
は
な
れ
た
思
想
の
混
乱

と
、
グ
文
革
世
代
d

が
各
地
で
引
き
起
こ
す
テ

ロ
・
暴
動
の
内
情
と
真
相
を、

北
京
i
香
港
｜

東
京
・

三
極
同
時
取
材
で
レ
ポ
ー
ト

す
る
。

／デ

な

ぜ

多

発

す

る
グ

暴

動

と

デ

モ
d

「
騒
然
と
し
て
い
ま
す 、
最
近
の
北

京
は 。
い
つ
爆
破
ゃ 、
テ
ロ
が
あ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か 、
公
安
が
ど
こ
か
で

看
視
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
感
じ
で
す」

本
誌
か
ら
の
国
際
電
話
に
答
え
た

あ
る
商
社
の
北
京
駐
在
員
の
声
は
憂

う
っ
そ
の
も
の
だ
っ
た 。
経
済
調
整

と
い
う
中
国
政
府
の
引
き
締
め
策

で 、
商
売
は
進
ま
ず 、
そ
の
上
テ
ロ
の

心
配
ま
で
あっ
て
は
当
然
だ
ろ
う 。

昨
年
刊
月
初
日
の
北
京
駅
爆
破
事

件
（
犯
人
を
含
め
十
人
死
亡 、
八
十

－
人
重
軽
症〉
以
来 、
ち
ょ
っ
と
し

た
心
理
的
パ
ニ
ッ

ク
が
北
京
の
民
衆

の
問
で
広
が
っ
て
い
る
と
の
声
も
あ

る 。そ
う
し
た
中
で
北
京
の
消
息
筋

は 、
本
誌
に
こ
う
レ
ポ
ー
ト
し
て
き

た 。「
未
公
表
の
事
件
で
す
が 、
北
京
駅

爆
破
事
件
の
少
し
前 、
北
京
空
港
で

も
爆
破
が
あっ
た
し 、
昨
年日
月
に

は
繁
華
街
の
西
単
市
場 、
今
年
に
入

っ
て
す
ぐ 、
北
京
最
大
のJア
パ
ー
ト・

百
貨
大
楼
で
爆
弾
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す 。
百
貨
大
楼
の
場
合
は 、
四
時

間
に
わ
たっ
て
客

を
閉
め
出
し
た
の
で
市
民
の
受
け
た

衝
撃
は
大
き
か
っ
た
で
す
よ」

世
情
騒
然
と
し
て
い
る
の
は
北
京

だ
け
で
は
な
い 。
部
小
平
副
主
席
の

出
身
地
で 、

越紫
陽
首
相
が
治
政
に

成
功
し
た
と
い
わ
れ
る
四
川
省
成
都

で
も
通
勤パ
ス 、
北
京
l

石
家
荘
間

30 
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で
は
鉄
道 、
ま
た
溶
陽
で
は
党
幹
部

の
住
宅
が
爆
破
さ
れ
た
と
い
う 。

香
港
在
住
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト・

太
田
英
氏
に
よ
れ
ば
「
こ
う
し
た
状

態
に
当
局
も
対
策
を
引
き
締
め 、
中

国
の
内
部
情
報
資
料
に
よ
る
と 、
越

蒼
笠
公
安
部
長
名
で
全
国
の
公
安
機

構
に
司

裁
判
（
林
彪・
四
人
組
裁
判）

期
間
中
の
安
全・
保
安
に
対
す
る
通

達』
を
出
し 、
テ
ロ
に
対
す
る
厳
戒

態
勢
を
とっ
た
の
で
は
な
い
か」
と

い
う
情
報
も
あ
る 。
四回
小
平
氏
が
徳

永
参
議
院
議
長
に
諮っ
た 、
「（

情
勢

は）
今
が一
番
安
定
し
て
い
る」
と

は
い
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
実
態

品川N
1
月
刊
日
の
上
海
『

解
放
日
報』

は
「

反
革
命
分
子
が
上
海
や
そ
の
他

の
土
地
で
公
然
と
爆
弾
事
件
を
起P』

し
て
い
るL
と
初
め
て
テ
ロ
続
発
を

公
式
に
報
道
し
た 。
で
は 、
同
紙
の

い
う
「

反
革
命
分
子L
と
は
誰
か
と

い
う
と
っ

何
か
と
い
う
と
す
ぐ
刃
物

を
振
り
回
すL
（
郵
小
平
氏）
文
革
世

代
の
こ
と
だ 。
北
京
駅
爆
破
犯・
王

志
剛
（
ω〉
も
そ
の一
人
だ
が 、
彼

は
下
放
先
か
ら
都
会
に
戻
れ
ず
絶
望

し
て
犯
行
に
走っ
た
と
い
う 。
こ
う

し
た
下
放
青
年
た
ち
の
も
っ
さ
大
き

な
動
き
が
新
秘
で
起
こ
っ
た 。
北
京

の
消’息
筋
は
「

最
近 、
新
一組
で
起
こ

っ
た
下
放
青
年
の
暴
動
は
流
血
の
大

惨
事
を
よ
び 、
数
百
人
が
ケ
ガ
を
負

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す 。
と
く

に
出
動
し
た
箪
が 、
学
生
や
青
年
を

家
畜
の
よ
う
に
手
荒
に
扱っ
た 、
と

い
う
こ
と
で 、
北
京
の
若
者
た
ち
も

神
経
を
高
ぶ
ら
せ
て
い
ま
す 。
党
中

央
は
す
ぐ 、
新
婚
問
題
の
ベ
テ
ラ
ン

工
作
員・
王
震
党
中
央
政
治

局委員

ま

よ

わ

鳴習

い

つ

も

の

ワ

ン

カ
ッ

フ

ワンカッフ。大関
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週刊局文I-
bE
ヴ
ル
ム
チ
に
派
遺
し 、

調
査
し
て

い
ま
す
が 、
根
が
文
革
後
遺
症
と
経

済
問
題
に
わ
た
り 、
ま
た

党幹
部
の

「

自

由

労

組
」

文
革
世
代 、
と
り
わ
け
下
放
青
年 、

待
業
青
年
（
失
業
者
の
こ
と 。
二
千

万
人
い
る
と
い
わ
れ
る〉
の
郡
小
平

体
制
へ
の
グ

異
議
申
し

立
て’
は 、

殺必定、
青
年
労
働
者
に
も
波
及
し
て

い
る 。昨

年
秋
か
ら 、
中
国
各
地
で
起
き

た
デ
モ
は 、
少
な
く
と
も
十
五
か
ら

三
十
の
都
市
に
及
ん
で
い
る 。
五
千

人
以
上
の
待
業
青
年
が
ロ
月
末 、
一ニ

波
に
わ
た
る
デ
モ（
上
海〉 、
ロ
月
初

め
六
千
人
の
学
生
が
女
子
学
生
の
死

に
抗
議
行
動
（
合
肥〉 、
日
月
中
旬 、

四
千
人
以
上
の
学
生
が
「

封
建
主
義

反
対

官僚
主
義
打
倒」
の
街
頭
デ

モ
を
し 、

大
学
当
局
の
選
挙
干
渉
に

子
弟
だ
け
は
ワ
イ
ロ
な
ど
で
都
会
に

戻
れ
る
と
い
う
実
状
の
た
め 、
解
決

に
は
苦
労
し
て
い
る
よ
う
で
す」

結

成

の

意

味

ローラー・ディスコに熱中する‘文革世代、

抗
議
し
た
八
十
七
名
がハ
ン
ガ
ー

ス

ト
ラ
イ
キ
（
長
沙）
と
北
京
発
の
A

P
電
は
伝
え
て
い
る 。

こ
れ
と
あ
わ
せ
て
注
目
さ
れ
る
の

が 、
「

左」
「

右L
か
ら
の
反
都
小
平

地
下
印
刷
物 。

H
四
人
組
裁
判’
を
契

機
に
外
国
人
宛
に
送
ら
れ
る
印
刷
物

の
量
の
多
さ
な
ど 、
初
年
の
「

天
安

門」
事
件
前
後
の
状
況
と
似
て
い
る 、

と
共
同
通
信・
元
北
京
特
派
員
の
伊

藤
正
氏
は
指
摘
し 、
「
中
に
は 、
，

中

国
共
産
党
反
修
同
志
会d
の
名
で 、

江
青
の
獄
中
書
簡・
指
示
書
を
流
す

も
の
や 、

グ
中
国
民
主
党4
名
で
『

マ

ル
ク
ス 、
レ
l
ニ
ン 、
毛
沢
東
の
思

想
と
制
度
を
葬
れ』
と
い
う
の
も 、

活
版
印
刷
で
出
さ
れ
る
ほ
ど
で 、
反

郡
小
平
の
組
織
的
な
動
き
が
注
目
さ

れ
ま
す」
と
つ
け
加
え
る 。

ま
た
北
京
か
ら
の
報
道
に
よ
る

と 、
山
西
省
や
湖
北
省
武
漢
な
ど
い

く
つ
か
の
地
方
で ・ホ
i
ラ
ン
ド

型
の

自
主
管
理
労
組
結
成
の
動
き
が
目
立

っ
て
い
る
と
い
う 。

「
非
常
に
興
味
深
い
で
す
ね 。
中
国

に
は
共
産
党
が
指
導
す
る
総
工
会
の

も
と
に
m

御
用
労
組’
が
あ
り
ま
す

が 、
自
主
性
に
之
し
い 。
政
府
がふ7

指
導
し
て
い
る
企
業
の
自
主
管
理
化

と
は
違
い 、
労
組
の
自
主
管
理
化
は 、

党
の
指
導
に
反
発
す
る
性
格
を
持っ

て
い
る
わ
け
で 、
都
小
平
が
最
近 、

労
組
へ
の
党
の
指
導
強
化
を
う
た
っ

て
い
る
の
は 、
こ
の
こ
と
を
裏
付
け

て
い
ま
す」
〈
前
出・
伊
勝
氏）

山
西
省
は
華
国
鋒
主
席
の
郷
里
で

文
革
中
の
農
業
モ
デ
ル・
大
察
の
所

在
地
で 、
今
な
お
文
革
派
の
強
い
と

と
ろ 。
筆
主
席
は
郷
泉
に
ひ
き
こ
も

っ
て
い
る
と
い
わ
れ
自
由
労
組
と
の

関
連
が
注
目
さ
れ
る 。

武
漢
は
鉄
鋼
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

の
あ

る
工
業
都
市 、
文
革
中
は
四
川
省
と

並
ん
で 、
武
闘
が
最
も
激
し
か
っ
た

と
こ
ろ
だ 。

反
郡
小
平
の
運
動
の
バ
ッ

ク
グ
ラ

ウ
ン
ド

に
あ
る
の
は 、
経
、品開
政
策へ

の
不
満
と

JJ凶
沢
東
思
想」
だ 。

そ
の
経
済
問
題
に
つ
い
て
日
中
経

済
協
会
調
査
部
の
高
井
英
治
氏
は 、コアン

「
国
家
財
政
は
均
年
百
七
十
億一元

三
元
は
約
百
凶
十
円） 、
初
年
は
二

百
億
元
の
赤
字
と
い
わ
れ
ま
す 。
甘

い
見
通
し
の
ま
ま
重
化
学
工
業
プ
ラ

ン
ト

に
巨
額
の
投
資
を
し 、

賃
上
げ

や
奨
励
金
を
与
え
た
た
め 、
イ
ン
フ

レ
が
深
刻
化
し 、

駐
在
員
の
運
転
手

や
服
務
員
た
ち
も 、
生
活
が
苦
し
く

なっ
た 、
と
い
っ
て
こ
ぼ
す
こ
と
が

多
く
なっ
て
い
ま
す」

都
市
部
の
イ
ン
フ
レ

率
は
年
十
五

行
を
越
し
た
と
い
わ
れ 、
茶
や
タ
パ

コ 、
食
用
油
な
ど
の
生
活
必
需
品
の

不
足
も 、
庶
民
の
経
済
不
安
を一
一層

か
き
た
て
て
い
る 。

グ

進

ん

だ

大

衆

と

遅

れ

た

党
d

「
毛
沢
東
思
惣」
の
呪
縛
か
ら
の
が

れ
よ
う
と 、
「

林
彪・
四
人
組
裁
判」

を
強
行
し
た
郡
小
平
は 、
は
た
し
て

江主同・
張
春
橋へ
の
死
刑
判
決
で 、

本
当
に
思
い
通
り
に
なっ
た
の
か 。

「
今
回
の
裁
判
は 、
人
脈・
政
策・

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
各
面
で
文
革
を
清

算
し 、

決
着
を
つ
け
る
こ
と
が
ね
ら

い
で
し
た 。
文
革
と 、
そ
れ
を
指
導

し
た
，

毛
沢
東
思
想d
が
被
告
だっ

た
裁
判
と
い
え
ま
す
ね」
（
東
京
外

国
語
大
学
助
教
役
・
宇
佐
美
滋
氏
〉

寸
郡
小
平
は
m

毛
沢
東
思
想’
の
堅

持
を一
応
は
ロ
で
い
い
ま
す
が 、
本

心
は
グ

毛
沢
東
思
想4
な
ど
徹
底
的

に
信
じ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す 。
政

治
的
術
策
で
使っ
て
い
る
だ
け
で 、

最
後
は
完
全
に
取
り
の
ぞ
い
て
し
ま

お
う
と
い
う
腹
で
す」
（
東
京
外
国

語
大
学
教
授
・

中
嶋
嶺
雄
氏
）

し
か
し 、

郵
小
平
副
主
席
の
狙
い

と
は
別
の
反
響
も
で
て
い
る 。

「
北
京
で
は
完
全
黙
秘
を
貫
い
た
張

春
橋
に 、
さ
す
が
は
グ

革
命
家’
と

い
う
青
年
も
い
た
ほ
ど
で
す」
（
S

北
京
特
派
員〉

裁
判
の
ね
ら
い
と
は
逆
に 、
文
革

派
を元
気 宇つ
け
た
感
も
あ
り 、
や
は

り
文
革
位
代
に
とっ
て
毛
沢
東
は

『
不
滅』
と
い
う
論
も
あ
る 。

7
毛
語
録4
で
育っ
た
世
代
に
と
。
監
噛班、．

つ
て
は
ね 、
今
の
郡
小
平
の
路
線
や
る
③
を
る

す
・
と
れ

風
潮
に
は
つ
い
て
い
け
な
い 、
と
い
と
る
こ
ら

役
き
る
め

う
感
じ
も
あ
る 。
昨
年 、
私
が
南
京
連
吋
北
沫

E
appv
s

 

を
訪
れ
た
と
き 、
ル
ン
バ
に
熱
狂
す
動
と
え
集

常
こ
加
召

る
青
年
た
ち
を
見
て 、
ガ
イ
ド

が
と
を
る
を
の

上
め
力
会

て
も
イ
ヤ
な
顔
を
し
た
の
で 、
よ
く
以
求
圧
役

人を
で
締

開
い
て
み
る
と 、
彼
女
は
や
は
り
元
＝官
面
取

ち
報
酬は

紅
衛
兵
だ
っ
た」
（
前
出・
中
嶋
教

う
い
市
時

授）

臥
眠
釦
が

づ
て
不
が

ル
ン
バ
や
デ
ィ

ス
コ
に
熱
狂
す
る
残
し

い
れ

毅
対日

恋

の
も
若
者
な
ら 、
そ
れ
に
激
し
く

反
を
に

川
の

度
人げ
そ

発
す
る
の
も
今
の
中
国
の
青
年
な
の
制
用
則

。

役
使
U
汁

だ 。

謹
M
U
U

郵
副
主
席
は
絶
対
に
寸

毛
沢
東
思
開

封 一附
猷

想」
の
呪
縛
か
ら
の
が
れ
ら
れ
な
似J一一
拡

ぃ 、
と
指拙慨
す
る
の
は 、『
都
小
平
の

だ
人一と
完

つ
法
項
内

中
国』
を
書
い
た
日
本
経
済
新
聞・
元
ご
食
事

封

の
監
強いも

北
京
特
派
員
の
岡
田
臣
弘
氏
｜l 。

品
、決

知

商
土円
筒

「
毛
沢
東
と
郡
小
平
の
相
違
は 、
毛
玉
計
会

矧

目
会
総
関

さ
ん
が 、
思
想
や
意
識
な
ど
の
上
部
の
認
主
＠

案
公
株’h

構
造
を
徹
底
的
に
革
命
化
す
れ
ば 、
正
（は

H

改
人
た
日

遅
れ
た
中
国
の
経
済
（
下
部
熔
造）

：査
ま
閥

化
監
款
J1

も
そ
れ
に
引っ
ぱ
ら
れ
て
発
展
す
る
晴
樹
現
出

と
考
え
た
の
に
対
し 、
郵ーさ
ん
は 、
榔一
説……判

中
国
の
経
済
は
遅
れ
て
い
る
の
だ
か
併査の

山口

査
監
役
什

ら 、
社
会
主
義
革
命
が
成
功
し
て
進
監
②
査
け

ん
だ
中
国
の
上
部
構
造
に
追
い
つ
か

司圃

な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
そ
の
た
め
に

閉幽

は 、
奨
励
金
や
ボ
ー

ナ
ス
な
ど
の
差

医箇

別
も
や
む
を
え
な
い 、
と
考
え
て
い

咽細

る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す 。
と
こ
ろ
が 、

田園

経
済
を
今
の
ま
ま
発
展
さ
せ
れ
ば 、
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行
き
つ
く
と
こ
ろ
は
日
本
の
よ
う
な

大
衆
消
費
・

流
通
社
会
で
す。

す
る

と
逆
に、

今
度
は
上
部
構
造
の
方
が

遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
が、

郡
小
平
に

は
政
治
や
社
会、

思
想
な
ど
を
完
全

に
オ
ー
プ
ン
す
る
度
量
は
な
い
し、

結
局、

ポ
ー
ラ
ン
ド
型
の
，
進
ん
だ

大
衆
と
遅
れ
た
党6

の
図
式
が
展
開

き
れ
る
で
し
ょ
う
」

，
遅
れ
た
4
郵
小
平
体
制
の
正
体
を、

備考移制
文
革
青
年
に
か
い

附

ま
見
せ
た
の
が
m印

酌
年
末
の
貌
京
生
裁

間

判
（
中
越
戦
争
の

経防
軍
事
機
密
を
漏
洩

相
し
た
と
し
て
懲
役

政問
十
五
年
の
刑
を
交

問
げ
た。
反
郵
小
平

橋闘
の
民
主
運
動
家
と

加
し
て
も
有
名〉
で

時

あ
ろ
う。

医隅
「
郡
小
平
の
反
又

酬

革
路
線
を
当
初、

青
年
層
が
支
持
し
た
の
は
、

四
人
組

時
代
に
抑
圧
さ
れ
て
い
た
入
民
の
発

揚
を
唱
え
た
た
め
で
し
た。

と
こ
ろ

が
壁
新
聞
の
矛
先
が、

貌
京
生
ら
の

民
主
運
動
家
に
よ
っ
て、

自
分
た
ち

に
向
け
ら
れ
る
や、

郡
小
平
は
民
主

の
壁
を
廃
止
し、

活
動
家
を
逮
捕
し

た。

こ
こ
に、

今
の
反
都
小
平
運
動

の
根
が

あ
る
と

思
い
ま
す
L
（
前
出

．

伊
藤
氏
〉

今

も

残

る
「

縁

者

び

い

き
」

思

想

郡
小
平
副
主
席
は
昨
年
暮
れ
の
党

中
央
工
作
会
議
で
、

青
年
た
ち
の
反

逆
を
徹
底
的
に
取
り
締
ま
る
方
針
を

打
ち
出
し
た。

そ
の
成
否
の
カ
ギ
は

党
中
央
の
団
結
度
と
軍
の
掌
握
度
に

か
か
っ
て
い
る。

「
禁
固
鋒
の
党
主
席
辞

意

表

明

以

来、

党
指
導
部
は
混
乱
に
陥
っ

て
い

ま
す。

撃
国
鋒
は
故
郷
の
山
西
省
に

帰
っ
て
抵
抗
の
機
え
を
示
し、

葉
剣

英
（
全
人
代
常
務
委
員
長、
軍
長
老）

は
広
州
に
居
座
り、

毛
沢
東
子
飼
い

の
李
徳
生
（
党
中
央
政
治
局
委
員、
溶

陽
部
隊
司
令
長
）

も
東
北
に
こ
も
っ

た
き
り
で
す。

彼
ら
は
郡
小
平
の
天

下
は
長
続
き
し
な
いも、

と
読
ん
で
い

る
の
で
す
弘
前
出
・
北
京
の
消
怠
筋
〉

宇

佐笑
・

東
外
大
助
教
授
も、

間w

小
平
副
主
席
が
、

軍
か
ら
批
判
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し、

近
代
化
促

進
の
た
め
に
国
防
費
を
大
幅
に
削
減

し
た
こ
と
が
響
い
て
い
る、
と
い
う。

郡
小
平
体
制
の
グ
磐
石
度6

に
疑

問
を
示
す
の
は
、

香
港
の
著
名
な
チ

ャ
イ
ナ
・

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
i
斉
辛
氏
も

同
じ。
本
誌
の
国
際
電
話
に
答
え
て、

寸
今
度
の
裁
判
の
判
決
は
従
来
の
判

例
か
ら
見
る
と
異
常
に
軽
い
と
思
い

ま
す。

特
に
軍
人
グ
ル
ー
プ
は
全
員

有
期
刑
（
懲
役

十

六
t
十

八

年
）

で
、

し
か
も
こ
れ
ま
で
の
拘
留
期
間

〈
九
年〉
を
差
し
引
く
と
い
う
特
別
措

置
を
と
っ

た
の
で
一

番
重
い
黄
永
勝

。
冗
軍
総
参
謀
長
）

で
も、

実
際
は

九
年
足
ら
ず。

一

昨
年
の
貌
京
生
の

判
決
と
比
べ
て
み
る
と、
明
白
で
す。

裁
は
壁
新
聞
を
張
り、

中
越
戦
争
の

噂
を
流
し
た
だ
け
で
十
五
年、

一

方

は
何
万
人
も
殺
し、

ク
ー
デ
タ
ー
ま

で
謀
っ

た
の
に。

こ
れ
は
郡
小
平
の

カ
が
た
い
し
て
強
く
な
い
こ
と
を
物

一詰
っ
て
い
ま
す。

つ
ま
り、

文
革
派

や
軍
に
妥
協
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た

の
で
す
」

そ
こ
ま
で
し
て
寸
権
力
」

に
し
が

み
つ
く
中
国
人
の
民
族
性
を、

作
家

の
駒
田
信
二
氏
は
こ
う
分
析
す
る。

寸
天
子
に
な
り、

善
政
を
し
く
と
い

う
儒
教
思
想
の
せ
い
で
す
ね。

天
子

に
な
る
た
め
に
権
力
を
握
り、

自
分

が
最
高
と
思
う
政
治
を

や

り

と

げ

る。

こ
れ
が
理
想
な
の
で
す。

例
え

ば
、

刷剣
少
奇
は
資
本
主
義
的
な
政
策

を
と
る
こ
と
が
最
高
と
考
え
た
し、

林
彪
は
親
ソ
政
策
が
最

高

と

思
っ

た。

そ
し
て、

権

力闘
争
に
破
れ
失

脚
し
て
い
っ

た
。

毛
沢
東
も
郡
小
平
も
自
分
の
理
想

が
最
高
と
考
え
て
い
る。

そ
の
理
想

の
政
治
実
現
の
た
め
に
は
、

権
謀
術

策
も
辞
さ
な
い
」

も
う
一

つ
の
中
国
の
民
族
性
で
注

視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
P
ネ

ポ
テ
イ
ズ
ム

（
縁
者
び

い

き
γ

だ

と
い
う
論
が
あ
る。

権
力
を
握
っ

た

も
の
に
、
一

家
管
属
が
押
し
ょ
せ
、

何
ら
か
の
役
職
に
あ
ず
か
る
と
い
う

こ
と
だ
が、

古
く
は
唐
の
時
代
の
玄

宋
皇
帝
の
寵
妃
・

楊
貴
妃
の
一

族
が

重
刻
さ
れ、

縁
戚
の
楊
国
忠
は
宰
相

に
ま
で
出
世
し
た。

こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
中
国
系
ア
メ
リ
カ
人
の
人
類

学
者
・

フ
ラ
ン
シ
ス
・

シ
ュ

ウ
教
授

〈
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

大
学
）

の
分

析
を
引
用
し
て
お
こ
う。

姫路城と二篠城
既刊好評発売中．定価（各）2、200円

③東大寺⑦唐招提寺⑧染付と色絵磁器

「
こ
れ
は
、

旧
来
の
中
国
の
伝
統
的

な
こ
と
で
、

父
｜
子
関
係
の
一

つ
の

い
松
留

つ
会
益

延
長
に
あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す。

に
＠
利

失
た
を

互
い
に
面
倒
を
み
る
義
務
の
一

環
か

領
い
ら

ぴ
て
れ

ら
く
る
，
相
互
依
存’

で
、

こ
れ
を

及
め
ζ

変
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

制
措
山

の一
金
で

ん。
τ
人
民
日
報
』

の
四
人
組
の

件

定
当
来

以
来
の
ネ
ポ
テ
イ
ズ
ム
関
係
の
記
事

用山川
町一

を
と
り
あ
げ
分
析
し
ま
し
た
が、

い

叩
円
仇

法
定
た

ま
で
も
非
常
に
目
だ
つ
も
の
が
多
し

商
限
い

と
思
い
ま
す
」

令
創
造
の
世
界』
「
中

h川
日

い帆
つ
算

国

t｜｜
過
去
と
現
在」
よ
り〉

て
に
計

今
度
の
裁
判
で
は
、

王
洪
文
が
一

酌
帆
帥

族
を
か
か
え、

彼
ら
を
養
う
た
め
に

和
肋
刊

濫
費
を
し
た
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る

晴
糊
杭
めの
起

が、

中
国
の
政
治
家
に

と
っ

て、

パ
期
ほ

『
権
力
』

と
は
、

自
分
の
正
義

を

実

叩
日日

現
す
る
た
め
に
も、

一

族
を

零
フ
た

忠一
日
γ

め
に
も
必
要
な
も
の
の
よ
う
だ。

間
刷
M
一一

司
毛
沢
東
』

以
後
の
中
国
の
抗
争
を

柏
村山
口

占
う
に
は
こ
の
ニ
つ
の
面
か
ら
読
ん

凶
錦一郎
時間

士
、
備
ら

で
い
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

商
し
準
か

で
と
動
金

i
J
変
当

れ
る
格
引

こ
め
価
τ

認て
L

h巴
を
av
ヒ

出
地
時
一M

B
引
法の

定
は
商
性

特て
は
田郡
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暦園n璽匿盟理劉
大胞なクローズアップ写真で、神髄に迫る
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